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新潟縣、飯豊鉱山鉛亜鉛鉱床調査報、告

主としで地質椿造と鉱床との関係について

R6sum6

伊藤昌介菅

Re抑rt　of　L6ad3nd，Zinc　De1）osit　of　Iide

Mine圭n　Niigata　Pre茸ecture，with　S夢ecial

Reference　to　the　Structufal　Contml　of
　　　　　the　Q士e　Deposit

　　　　　　　　by

　　Syδsuke　It6＆Mitsutaka　Tomitα　．

　Genera．1geology，type　of　tぬe　deposits，

ore　reser▽es，　年nd　depth　of　Iead－zinc　preci－

pitation　a士e　briefly　summ段rized．

1．緒 問

昭1和24年6・7月約30日間i新潟県飯豊鉱山の鉛亜鉛鉱

床を調査しえ結果を報告する。本報告は野跡観察の資料

のみをまとめたもので，室内研究は未が行つてV・ない。

本調査の地形測量は本駈西村幸四郎が担当した。本調査

々ヒ協力された現場職員の方々に潔甚の謝意を表する。

2．位置及び交通

本鉱山は新潟県北蒲原郡赤谷村にあり，赤谷線赤谷駅

より肩鉄鉱業赤谷鉱山線の便があり，鉱山事務所ほその

終点附近にある。赤谷鉱山線は積雪期には不通となつて

富田、光孝菅

鉱石の轍邊が停正する。叉地形急峻の爲雪崩等の被害ザ

多い。

　　　　　3．沼革及び現況
本鉱山発見の歴史は極めて古V・が，明治初年以来銅山

として稼行ぜられ，主として小岐坑を稼行し，大正革聞

以後亜錯鉱山として飯豊鉱を稼行している。現鉱業権者

日本曹蓬株式会社により稼行され始めたのは，昭和9年

5月である。

一日出鉱量は30～40殖で粗鉱品位はPbO・5％・Zn5％

で游選鉱を行う。選鉱実収率はIP》5％・Zn77％，その

精鉱品位はPb47％・Zn59％とのことである。

鉱業権者：資本曹蓬株式会社

駈在地：束京都

鉱区番号噺潟採掘登録第819号

鉱　　種：金・銀・銅。鉄・硫化鉄・錯・亜錯

　　　　　盈地　　．　質
古生暦（石次岩履・砂岩・粘板岩・珪岩・互贋・輝緑凝

次岩）を基盤としこれに輝緑岩・花崩岩・石英粗面岩等の

火成岩の湛入を見る。スカルンは花嵩岩の湛入にようて

生成され錯亜鍔鉱床は石英粗面岩岩脈の貫入後に生成さ

れたものと考えられる。

古生層　砂岩・粘板岩の互暦の間にレシズ状の石友、

＊元鉱床部員地質調査斯月報第2巻第3号昭和26年　岩暦が存在する。石次岩は粗粒結晶質で砂岩・粘板岩の
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5．鉱 床

　銅を稼行した小岐坑と現在鉛亜鐸を採掘している飯豊

’
坑
がある。これら鉱床の一般的な胚胎状況は，石友岩と　、

異種岩との境界及び石次岩中の裂鐡こ塊状及び脈抹をな

して胚胎されるが1後者の場合は規模小さく稼行に耐え

るものは少ない。

　小岐坑に於ける銅鉱床は総べて採掘済であるが，緑泥』

石脈中に黄鉄鉱の大晶（時に直径4cmを超える）が脈

状に蓮なつて存在するのが見られる。これに伴う黄銅鉱

を採掘したものと考えられる。

　飯豊坑の錯・亜錯鉱床は前記緑泥石中に小塊状及ぴ鉱

染状を爲して存在する場合と，緑泥石を全く伴わず，紳

岡鉱山に於ける白地に酷似した産状を示す場合がある。

塊状鉱石は閃亜錯鉱を主とし，方錯鉱・黄銅鉱・石英等

の混合よりなり稽々粗粒である。

　錯亜錯鉱床の深さに関しては，下一番坑では花嵩岩の

発蓬が著し。く，大成坑で優勢であつた鉱石は黄鉄鉱・石

“
英
が著しく増して閃亜錯鉱が激減してV・るので，下一番

坑が大体鉱床の下限と考えられる。一方錯が非常に強か

つたと云われる蟹錐坑が上限と考えられるので，鉱床の

深さは大体160m位と見られるポ

　この深さは太良・葡萄等の錯亜鉛鉱脈の深さと一致す

る。主な鉱体は2個であるが・部分的な小鉱体も多い。

　鉱床の成因は大体次の如く推察される。主として石次

岩と火成岩との境界面に外力により勇断裂鉾が生成され

これを通路として鉱液の上昇があり、勇断裂鐸の特徴と

してこ㌧に交代作用を起して沈澱したも．のと考えられる。

　鉛・亜錯鉱は石英粗面岩に接しても存在するので，前

述の如く石英粗面岩が第三紀のものであるならぼ，本鉱

床生成時代も第三紀とみなされる。叉組成鉱物も葡萄鉱

山に於ける場合と殆んど同じであることから，葡萄鉱山

の鉱床を生じたと同種類の鉱液によつて生成されたもの

と考えられるが，母岩が石次岩であることと勇断裂擁に

沈澱しえ事とにより，葡萄の鉱床とはその形態を異にす

る交代鉱床が形成されたものと考えられる。

鉱量は1確定として見込まれるのは，本樋の大成坑と

下←番坑の聞を主とし，今後の探鉱によつて或る程度の

鉱量の増加は充分期待出来為。

　　　　　7．過去の生産額

F
年
次

1934

　5
’6

　7

　8

　9

40

　1

　2

　3

　4

　5

6

　　　　　6．探鉱方針及び鉱量
　前述の如く下一番坑以下は余り期待出来そうにもない

と考えられ，叉石灰岩は西部では分布範囲が狭つてV・る

ので，結局未探鉱地域と思われるのは石蚕岩の北部と見
られるが，表土が厚いえめ石庚岩の分布状態さえ確実に

に判明してV・ない。なおこの種鉱床にも太良・葡萄で見

られたような錯・亜錯晶出帯を考えるならぼジ北部が非

常に高くなつているから，飯豊坑に於ける蟹錆坑と下一

．番坑の間の水準に於ける探鉱が有効ではなV・かと考えら

れる。

　飯豊坑の現在稼行区域でも本鍾等のような大きな鉱体
は今後望めなV・にしても，石灰岩と火成岩との境界に於

ける探鉱は極めて右望ではないかと思われる。．
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1948

年次

1934

　5

　6

　7

　8

　9

40

　1

　2

　3

　4

　5

6

　7

1948

粗 鉱1亜鉛雛

臨量隔位膳湖
　　　　　【　970Zn11．50　　151

2・550”14』701724
5，396〃　13。00　1，348
　　　　　1
12，015〃　10．00　1，711
　　　　　1
14，908〃　　8。60　1，443

11，930　〃　　5・00　1，247

227625　　　　4．40・1う978

25，600　　　　5．00　2，539

25，692　　　8。21　3，820

31，724　　　　7。42　4，373

20，985　、　　6．31　2，468

　158Cu　O．97　　　　－

3，191Zn　7．10　　420

6，457Cu　O．63　　　　－

2，149Zn　4。89 　　170

7シ398〃　　5。49　　　722
偽4・71〃46516・2

錯精鉱
生渥量品位
（t）

38．7

36．3

40．0

41．0

41．9

44」2

44．0

44．7
、46．9

47．1

45．9

11

221

401

46。α　　39

42．5

43．2

44．7

硫化鉄精鉱　銅、精鉱
生壷量
（t）

31

103

106

8
313

692

575

57

111

122

晶位』生壼量．
（％）　（t）

40．0

41．0

38‘0

46．0

43．6

45．3

45．2

44．3

44．1

43。6

8

品位
（％）

14．2

320・　　10．4

78

63

（％）

53．9

57．1

54．9

57．0

50．2

50．7

鉄精鉱
生蓬量．品位
（t）　（％）

8．結 語

43140．0

238

294

647

466

78

57．6

56．6

52．0

49．0

58．0

　本鉱山ほ探鉱が非常に逞れており，前述した通りの地

質鉱床学的現象を更に吟味して急速に根本的な探鉱方針・

を立てるべきである。（昭和24年7月調査完了）
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